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情    報 

 

１ 全般的事項に関する質疑応答 

 

  問１  共通教科情報科の改訂の要点は、どのようなものか。 

 

      共通教科情報科の目標（資質・能力を除く）は次のとおりである。 

 

       情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に

参画するための資質・能力を育成することを目指す。 

 

      今回の改訂においては、平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申を踏まえて、「見方・考

え方」を働かせた学習活動を通して、目標に示す資質・能力の育成を目指すこととして

いる。なお、本答申において、「見方・考え方」は各教科等の学習の中で働き、鍛えられ

ていくものであり、各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方として整理され

た。 

    また、共通教科情報科で育成すべき資質・能力は、次の３つに整理されている。 

 

(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得す

るとともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。 

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用する力を養う。 

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

      共通教科情報科では、これら個々の資質・能力を相互に関連付けながら、情報化した

社会の構成員として必須となる素養である情報活用能力を確実に身に付ける教育の実現

を目指している。このことを踏まえ、問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結

び付きの視点から捉え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を全ての生徒に育む共

通必履修科目としての「情報Ⅰ」を設けるとともに、「情報Ⅰ」において培った基礎の上

に、問題の発見・解決に向けて、情報システムや多様なデータを適切かつ効果的に活用

する力やコンテンツを創造する力を育む選択科目としての「情報Ⅱ」を設置した。 

 

  問２  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善をどのように進めるべきか。 

 

共通教科情報科においては、「主体的な学び」とは、見通しをもって試行錯誤すること

を通して自らの情報活用を振り返り、評価・改善して、次の問題解決に取り組むことや、

生徒に達成感を味わわせ学習に取り組む意欲を高めたり、個々の興味・関心や能力・適

性に応じてより進んだ課題に取り組んだりすることなどであると考えられる。 
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【中学校学習指導要領（平成 29 年告示）  
  第８節  技術・家庭】  

「対話的な学び」とは、生徒が協働して問題の発見・解決に取り組んだり、互いに評

価し合ったりして、情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり、産業の現場など

実社会の人々と関わるなどして現実の問題解決に情報技術を活用することの有効性を、

実感をもって理解したりすることなどであると考えられる。  

「深い学び」とは、具体的な問題の発見・解決に取り組むことを通して、日常生活に

おいてそうした問題の発見・解決を行っていることを認識し、その過程や方法を意識し

て考えるとともに、その過程における情報技術の

適切かつ効果的な活用を探究していく中で「見

方・考え方」を豊かで確かなものとすること、そ

れとともに、情報技術を活用し、試行錯誤して目

的を達成することにより、情報や情報技術等に関

する概念化された知識、問題の発見・解決に情報

技術を活用する力や情報社会との適切な関わり

について考え、主体的に参画しようとする態度な

どといった資質・能力を獲得していくことである

と考えられる。これらを踏まえ、共通教科情報科

における問題の発見・解決のサイクルを考えると

右の図のようになる。 

以上のような授業改善の視点を踏まえ、共通教科情報科で育成を目指す資質・能力に

十分に考慮し、指導計画等を作成することが必要である。 

 

  問３  中学校技術・家庭科技術分野等での情報教育は、どのようになっているか。 

また、中学校における指導を踏まえ、共通教科情報科における指導上の留意すべ

き点は何か。 

 

今回の改訂において、中学校技術・家庭科技術分野

の内容では、小学校におけるプログラミング教育の成

果を生かして発展させるという視点から、従前からの

計測・制御に加えて、ネットワークを利用した双方向

性のあるコンテンツのプログラミングについても取

り上げるなど、内容の改善を図っている。このような

ことから、共通教科情報科の指導に当たっては、これ

らの中学校技術・家庭科技術分野の改善内容を十分に

踏まえることが重要である。 

また、生徒が中学校で情報手段をどのように活用し

てきたかを的確に把握することは、共通教科情報科の

指導計画を立てる際に重要なことである。中学校での

活動内容や程度を踏まえて、適切な指導ができるよう留意する必要がある。 
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【図】情報科における問題の発見・解決  
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  問４  共通教科情報科における学習評価は、どのように行うべきか。 

 

      平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申において、指導と評価の一体化を推進する観点

から、観点別学習状況の評価の観点について、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主

体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理して示されたところであり、共通教科情報

科における評価の観点及び趣旨については次のように整理されている。 

【高等学校の共通教科情報科における評価の観点及びその趣旨】 

観点 趣旨 

知識・技能 情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識について理解し、技能を身に付

けているとともに、情報化の進展する社会の特質及びそのような社会と人間との関わりに

ついて理解している。 

思考・判断・表現 事象を情報とその結び付きの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に用いている。 

主体的に学習に取り

組む態度 

情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報

技術を活用し、自ら評価し改善しようとしている。 

      これらを踏まえ、学習状況を分析的に捉える観点別学習状況の評価と、これらを総括

的に捉える評定の両方について、学習指導要領に示す共通教科情報科における各科目の

目標に基づき学校が地域や生徒の実態に即して定めた各科目の目標や内容に照らし、そ

の実現状況を評価する、目標に準拠した評価として実施することとしている。 

 

２ 情報Ⅰに関する質疑応答 

 

  問  「情報Ⅰ」における「コンピュータとプログラミング」において、どのような知識

及び技能、思考力、判断力、表現力等を身に付けるのか。 

また、指導上の留意点は何か。 

 

      新学習指導要領では、小学校から高等学校までの全ての教科について情報活用能力の

育成を位置付けるとともに、情報の科学的な理解を発達の段階に応じて進め、小学校で

プログラミングを体験し、中学校で基本的なプログラミングを学び、高等学校では問題

の発見・解決のためのプログラミングを学ぶことになっている。 

「情報Ⅰ」においては、コンピュータを効率よく活用するために、アルゴリズムを文

章、フローチャート、アクティビティ図などによって表現する方法、データやデータ構

造、プログラムの構造、外部のプログラムとの連携を含めたプログラミングについて理

解するとともに、必要な技能を身に付けるようにしている。その際、アルゴリズムによ

って処理の結果や効率に違いが出ること、アルゴリズムを正確に記述することの重要性、

プログラミングの意義や可能性について理解することが必要である。併せて、処理の効

率や分かりやすさなどの観点で適切にアルゴリズムを選択する力、表現するプログラム

に応じて適切なプログラミング言語を選択する力、プログラミングによって問題を解決

したり、コンピュータの能力を踏まえて活用したりする力を養うことも大切である。 
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また、アルゴリズムやプログラムの記述方法の習得や、プログラミング言語ごとの固

有の知識の習得が目的とならないように配慮する必要がある。 

 

３ 情報Ⅱに関する質疑応答 

 

  問１  「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」において、項目の対応関係はどのようなものか。 

 

      「情報Ⅰ」、「情報Ⅱ」の各項目の対応関係を次に示す。 

 

      「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」の項目（1）においては、問題の発見・解決について考える

こととしている。「情報Ⅰ」では、現在の情報技術が人や社会に果たす役割と影響、情報

モラルなどについて、また、「情報Ⅱ」では、将来の情報技術について理解を深めること

としている。その際、人工知能の機能や性能などが向上すると人の役割は変化し、人間

に求められる知的活動が変わることを理解する必要がある。 

     「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」の項目（2）においては、情報デザインの考え方を大切にし

ている。「情報Ⅰ」では、メディアの特性やコミュニケーション手段について理解し、情

報デザインの考え方や方法を理解し表現する技能を身に付け、「情報Ⅱ」では、複数のメ

ディアを組み合わせてコンテンツを制作し、発信及び発信した時の効果や影響も考える

こととしている。なお、情報デザインは、Web などの表現、インタフェースなどの機能、

アルゴリズムなどの論理表現を含む広い概念である。 

     「情報Ⅰ」の項目（3）と「情報Ⅱ」の項目（4）においては、いずれも、プログラミ

ングについて学ぶこととしている。「情報Ⅰ」では、コンピュータの仕組み、モデル化と

シミュレーション、アルゴリズムとプログラミングなどについて理解を深め、「情報Ⅱ」

では、情報システム構築に必要な知識と技能を身に付けることとしている。 

「情報Ⅰ」の項目（4）と「情報Ⅱ」の項目（3）においては、いずれも、データの扱

いについて学ぶこととしている。「情報Ⅰ」では、ネットワークの設計・構築に必要な知

識と基本的なデータの扱い方、数学Ⅰと連携した統計などについて理解を深め、「情報Ⅱ」

では、多様かつ大量のデータをデータサイエンスの手法により分析し解釈することとし

ている。その際、統計については数学Ｂと連携する必要がある。 

 

  問２  「情報Ⅱ」における「情報とデータサイエンス」の学習内容は何か。 

 

      学習内容については、情報の科学的な見方・考え方を働かせて、問題を明確にし、分

析方針を立て、社会の様々なデータ、情報システムや情報通信ネットワークに接続され

た情報機器により生成されているデータを整理、整形、分析などを行うものである。 

「情報Ⅰ」の項目 「情報Ⅱ」の項目
(1) 情報社会の問題解決 (1) 情報社会の進展と情報技術

(2) コミュニケーションと情報デザイン (2) コミュニケーションとコンテンツ

(3) コンピュータとプログラミング (3) 情報とデータサイエンス

(4) 情報通信ネットワークとデータの活用 (4) 情報システムとプログラミング

(5) 情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の探究
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      「情報Ⅰ」においては、データを蓄積、管理、提供する方法、データを収集、整理、

分析する方法などについても身に付けることとしているが、「情報Ⅱ」においても、デー

タを整理、整形、分析した結果を考察する学習活動を通して、社会や身近な生活の中で

データサイエンスに関する多様な知識や技術を用いて、人工知能による画像認識、翻訳

など、機械学習を活用した様々な製品やサービスが開発されたり、新たな知見が生み出

されたりしていることを理解することとしている。更に、不確実な事象を予測するなど

の問題発見・解決を行うために、データの収集、整理、整形、モデル化、可視化、分析、

評価、実行、効果検証などの各過程における方法を理解し、必要な技能を身に付け、デ

ータに基づいて科学的に考えることにより問題解決に取り組む力を養うとともに、活動

を通して、データを適切に扱うことによって情報社会に主体的に参画し、その発展に寄

与しようとする態度を養うことをねらいとしている。 

 

４ 新学習指導要領を踏まえた現行学習指導要領における実践 

    共通教科情報科においては、コンピュータで情報が処理される仕組みに着目し、プログ

ラミングやシミュレーションによって問題を発見・解決する活動を通して、アルゴリズム

を表現する手段等について理解し技能を身に付けるとともに、目的に応じて適切な方法で

表現し、活用するだけでなく、その過程を評価し改善することなどが求められている。 

また、情報通信ネットワークや情報システムにより提供されるサービスを活用し、問題

を発見・解決する活動を通して、データを表現、蓄積するための表し方と、データを収集、

整理、分析する方法について理解し、技能を身に付けることも必要である。 

    これらのことを踏まえ、ここではアルゴリズムを表現する方法を選択し正しく表現する

ことや、データの傾向に関して評価するために、客観的な指標を基に判断する力を養うこ

とを通して、生きて働く「知識・技能」の習得と、未知の状況にも対応する「思考力・判

断力・表現力等」の育成を目指す学習指導の実践事例についてそれぞれ示す。  

(1) プログラミングの実践事例 

【科目名】情報の科学 

【単元名】第３章 問題解決とコンピュータの活用  ２節  問題の解決と処理手順の自動化 

【単元の評価規準】 

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断・表現 ウ 技能 エ 知識・理解 

問題解決の方法に関心を

もち、それらを活用して解

決を図ろうとしている。 

問題を解決するためのア

ルゴリズムを考え、フロー  

チャート等で表現すること

ができる。 

アルゴリズムをプログラ

ム言語を用いて記述するこ

とができる。 

アルゴリズムを用いて表

現する方法やプログラム言

語を用いてコンピュータに

自動実行させる方法を理解

している。 

【指導と評価の計画】  

時

限  

学習活動  評価規準との関連  評価の  

方法  教師の活動  生徒の活動  ア  イ  ウ  エ  

１
【
展
開
１
】 

○アルゴリズムとその基本構造を理解し、アルゴリズムをフローチャー

トで表現し、Python を用いてプログラムを作成する。  

  

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

定期考査  

 

実習課題１  

 

 

実習課題２  

・アルゴリズムとその基本構造を  

説明する。  

・アルゴリズムをフローチャート  

で表現する方法を説明する。  

 

・Python の基本的な命令を説明す

る。  

・データを入力して表示するアルゴ

リズムを考え、アプリケーション

ソフトウェア「Flowgorithm」を

利用してフローチャートを作成

する。  

・フローチャートを基にプログラム

を作成する。  

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu1.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu2.pdf
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２
【
展
開
２
】 

○乱数を用いてサイコロをモデル化し、条件分岐で奇数か偶数かを判定

するプログラムを作成する。  

  

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

定期考査  

実習課題３  

 

 

 

・条件分岐と乱数の処理を説明し、

サイコロのモデルと奇数か偶数

かを判定するアルゴリズムを考

え、フローチャートやプログラム

を作成するよう指示する。  

・乱数でサイコロのモデルをつく

り、出た目が奇数か偶数かを判定

するアルゴリズムを考え、フロー

チャートやプログラムを作成す

る。  

３
【
展
開
３
】 

○サイコロのモデルを利用して確率のシミュレーションを実行するプ  

ログラムを作成する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

○  

  

 

実習課題４  

 

 

 

 

実習課題５  

実習課題６  

ポートフォリオ  

・サイコロのモデルを利用した数  

あてゲームのルールを説明し、ア

ルゴリズムを考え、フローチャー

トやプログラムを作成するよう

指示する。  

 

・数あてゲームを基に、じゃんけ   

んゲームの勝ち負け判定のアル

ゴリズムを考え、フローチャート

やプログラムを作成するよう指

示する。  

・サイコロのモデルを利用して出  

た目が奇数か偶数かを判定する

フローチャート等を基に、数あて

ゲームのアルゴリズムを考え、フ

ローチャートやプログラムを作

成する。  

・数あてゲームのフローチャート  

を基に、じゃんけんゲームのアル

ゴリズムを考え、フローチャート

やプログラムを作成する。  

 

【学習指導案】 

教科・科目名  

（使用教科書）  

共通教科情報 科目：情報の科学  

（情報の科学／○○）  
教科担任 ○○○○ 

授業日時・教室  令和○年○月○日（○）○校時・ＰＣ教室  対  象 １年１組（40 名） 

単元  第３章 問題解決とコンピュータの活用  

  ２節  問題の解決と処理手順の自動化  

指導計画  ２−１ アルゴリズムとその基本的な構造、プログラミング １時間  

２−２ 乱数を用いた処理                               ２時間  

２−３ 確率モデルのプログラムの作成とシミュレーション ２時間（２時間目が本時）  

本学習の目標  乱数を用いた確率モデルの作成とシミュレーションを行い、結果を適切に分析・判断する。  

順

序  

時間  学習活動  評価の観点  留意点  

学習内容（教師の活動）  生徒の活動  関  思  技  知   

導

入 

５分 ・前時の学習内容（特に条件分 

岐と乱数）を確認させる。 

・Python の条件分岐や乱数の命

令を確認する。 

     

展

開

３ 

① 

20 分 ・乱数を用いたサイコロを振る

処理を基に、じゃんけんで出

す手を決める処理を考えるよ

う指示する。 

・じゃんけんの勝ち負け判定の

アルゴリズムを考え、フロー

チャートを作成するよう指示

する。 

・グー・チョキ・パーを数値に置

き換える（グーは０、チョキは

１、パーは２）ことを考える。 

 

・自分のじゃんけんの手（you）

とコンピュータのじゃんけん

の手（com）の値を計算して勝

ち負けを判定するアルゴリズ

ムを考え、フローチャートを作

成する。 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 実習課題４  

 

 

 

実習課題５  

展

開

３ 

② 

20 分 ・フローチャートを基に、プロ

グラムを作成するよう指示す

る。 

・プログラムが完成したら、連

続して対戦できるようにし

て、さらに勝率を計算させた

り、コンピュータの出す手の

確率を求めたりする処理を追

加するよう指示する。 

・フローチャートを基に、プログ

ラムを作成する。 

 

・プログラムが完成したら、作成

したプログラムに命令を追加

して勝率やコンピュータの出

す手の確率を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 実習課題５  

 

 

実習課題６  

ま

と

め  

５分 ・学習内容を振り返り、分かっ

たことや分からなかったこ

と、どのようにしてできるよ

うになったのかを振り返るよ

う指示する。 

・ポートフォリオに学習内容と  

分かったことや分からなかっ

たこと、どのようにしてできる

ようになったのかを記入する。 

○     ポートフォリオ  

 

 

 

主体的
な学び 

深い  

学び 

発展課題を用意することにより、進度が
早い生徒への対応ができる。 

フローチャートやプログラムを評価・改善したり、その過程や方法
を意識して考えたりすることにより、主体的な学びや深い学びにつな
げることができる。また、生徒が協働して問題の発見・解決に取り組
むことにより、対話的な学びにつなげることができる。  

ポートフォリオの記述から、生徒が自ら学習を
調整しようとしたか、粘り強く取り組んでいた
かを評価することができる。 

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu3.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu4.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu5.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu6.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu4.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu5.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu5.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/pdf/jissyu6.pdf
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【展開３における評価の一部】  

学習

活動  

評価の  

観 点  
評価規準  評価資料  

評価基準  

Ａ  Ｂ  Ｃ  

展開

３②  

技能  じゃんけんゲーム

のプログラムを作成
することができる。  

実習課題５  

実習課題６  

じゃんけんゲーム

のプログラムを作成
し、勝率やコンピュー
タの出す手の確率を

求めることができる。 

じゃんけんゲーム

のプログラムを作成
することができる。  

じゃんけんゲー

ムのプログラムを
作成することがで
きない。  

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒への指導の手立て  

・じゃんけんゲームのフローチャートができているか確認し、できていない場合はフローチャートを作成するための
助言を行う。できている場合は、フローチャートとプログラムを対比させて修正すべき箇所を明らかにする。  

 【実習課題１（実際はＡ４判１枚）】  

 

 

 

 

 

(2) オープンデータを利用したデータ分析に関する指導と評価の計画の具体例 

【科目名】社会と情報 

【単元名】第５章 望ましい情報社会の構築 ３節 情報社会における問題の解決 

【単元の評価規準】 

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断・表現 ウ 技能 エ 知識・理解 

身の回りにある情報システム

や提供されるサービスに関心を
もち、それらを活用しようとし
ている。 

 身の回りの問題を解決するた

めに、データの相関関係や因果
関係について考察し、その結果
を適切に表現している。 

目的や状況に応じて表計算ソ

フトウェアを活用し、相関の有
無や傾向をグラフとして表した
り、その強弱を示すことができ

る。 

身の回りの問題を解決するた

めに、データを分析し活用する
ための知識を身に付け、配慮事
項を理解している。 

【指導と評価の計画】 

時限 
学習活動 評価規準との関連 評価の 

方法 教師の活動 生徒の活動 ア イ ウ エ 

１
【
展
開
１
】 

○相関の意味を理解し、散布図を作成する。  
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
○ 

 
○ 

 
 
 

 
 

 

 
シート１ 

 

 

 

 

シート２ 

・相関の意味と表計算ソフトウェアを利

用した散布図の作成方法を説明する。 

・相関係数の意味と表計算ソフトウェア
の関数を利用した求め方及び強弱につ

いて説明する。 

・設問としてデータを提示し、散布図及
び相関係数を求め、データ間の関係に

ついてまとめるよう指示する。 

・相関の意味を理解し、表計算ソフトウ

ェアを利用して散布図を作成する。 
・相関係数の意味と表計算ソフトウェア

の関数を利用して相関係数を求め方、

相関の強弱について理解する。 
・提示されたデータをもとに、シート２

に散布図を作成して相関係数を求め、

データ間の関係についてまとめる。 

２
【
展
開
２
】 

○相関関係と因果関係の違い等について理解する。  
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
シート３ 

・シート１及び２をもとに、相関関係と
因果関係の違いについて説明する。 

・設問Ⅱに関する新たなデータを提示
し、シート３を利用して散布図や相関
係数を用いて関係の見直しや追加検

証を行うよう指示する（設問Ⅲ）。 

・シート３を印刷し、その結果について
グループで共有するよう指示する。 

・共有した情報を生かし、シート３に修
正を加えるよう指示する。 

・シート１及び２を振り返り、相関関係
と因果関係について理解する。 

・新たなデータを利用した散布図や相関
係数をシート３に求め、関係の見直し
や追加検証を行う。 

 

・シート３を印刷し、グループ内発表を
行う。 

・シート３を修正する。 

３
【
展
開
３
】 

○回帰分析による予測シミュレーションを行う。  
 
 

 
 
 

 
○ 

 
 
 

 

 
 

 
○ 

 
シート４ 
 

 
 
 

 
観察 

・回帰分析について説明する。 

・前時までに作成した散布図に回帰直線

及び数式を表示させ、数式や関数を利
用した予測シミュレーションを行う
方法について説明する。 

・決定係数について説明する。 

・北海道オープンデータポータルや
RESAS、e-Statなどのオープンデータ

の活用について説明する。 

・回帰分析について理解する。 

・散布図に回帰直線及び数式を表示し、

数式や関数を利用して予測シミュレー
ションを行う。 

 

・決定係数について理解する。 

・オープンデータとそれらを利用した情
報の収集・分析について関心をもつ。 

 

 

国や地方公共団体、民間企業等が提供するオープンデータを取り上げることで、他教科や「総
合的な探究の時間」の学習活動に生かすことができ、深い学びにつなげることができる。  

データの整理、加工、分析を実施
し、その結果に関する生徒個々人
の解釈をグループで協議すること
により、対話的な学びとなる。  

対話的
な学び  

深い  

学び 

主体的
な学び 

習
得
・
活
用
・
探
究
の
学
習
過
程
に
よ
る
深
い
学
び
の
実
現 

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/xlsx/jyoho_worksheet.xlsx
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/xlsx/jyoho_worksheet.xlsx
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/xlsx/jyoho_worksheet.xlsx
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r1/xlsx/jyoho_worksheet.xlsx
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【学習指導案】 

教科・科目名 

（使用教科書） 

共通教科：情報 科目：社会と情報 

（社会と情報／○○） 
教科担任 ○○○○ 

授業日時・教室 令和○年○月○日（○）○校時・ＰＣ教室 対  象 １年Ａ組(40名) 

単元 第５章 望ましい情報社会の構築 

 ３節 情報社会における問題の解決 

指導計画 ３−１ 相関の理解と散布図          １時間 

３−２ 相関関係と因果関係          １時間（本時） 

３−３ 回帰分析による予測シミュレーション  １時間 

本学習の目標 多様かつ大量の統計データから散布図や相関係数を求め、相関関係や因果関係について考察し表現する。 

順

序 

時

間 

学習活動 評価の観点 
留意点 

学習内容（教師の活動） 生徒の活動 関 思 技 知 

導

入 

 

５ 

分 

 

・前時の学習内容を確認する 

（シート１）。 

・シート１を確認し、散布図の読

み取り方と相関の強弱につい

て確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

２

(1) 

10 

分 

 

 

・相関関係と因果関係について

説明する。 

・前時（シート２）を振り返り

させ、相関関係と因果関係の

違いと注意点について説明す

る。 

・相関関係と因果関係について理

解する。 

・前時（シート２）を振り返り、

相関関係を因果関係と取り違

えていないか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

２

(2) 

25 

分 

 

 

・設問Ⅱに関する新たなデータ

を提示し、相関に影響したと

考えられる別の要因について

考え、散布図の作成や相関係

数を求めるなどして追考する

よう指示する（シート３：設

問Ⅲ）。 

・シート３を印刷するよう指示

し、３～４人程度でグループ

を構成し、考察・検証した結

果について共有するよう指示

する。 

・設問Ⅱについて、相関に影響し

たと考えられる別の要因を考

え、提示されたデータを利用し

て追考し、シート３に入力する

（設問Ⅲ）。 

 

 

・シート３を印刷し、考察・検証

した内容をグループ内で共有

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒が考察・検証

に利用するデータ

を複数準備してお

く。 

ま

と

め 

10 

分 

 

・グループ内で共有した情報を

生かして、シート３に修正を

加えるよう指示する。 

・シート３を印刷して提出する

よう指示する。 

・グループ内で共有された内容を

生かし、シート３を修正する。 

・シート３を印刷して提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展開２における評価の一部】 

学習活動 
評価の 

観 点 
評価規準 評価資料 

評価基準 

Ａ Ｂ Ｃ 

展開 

２ 

(2) 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

身の回りの問題を解

決するために、データ

をの相関関係や因果関

係について考察し、そ

の結果を適切に表現し

ている。 

シート３ 相関と因果を区別

して考え、複数のデ

ータを利用してグラ

フ等を作成してデー

タの関係について考

察し、その結果を表

現している。 

相関と因果を区別

して考え、データの

関係について考察し

、その結果を表現し

ている。 

相関と因果を区別

して考えられていな  

い。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒への指導の手立て 

・相関関係と因果関係の違いについて説明して理解を深めさせ、シート３を完成させる。 

【オープンデータを扱っている Web サイト】 

  ・北海道オープンデータポータル                      ・政府統計の総合窓口 e-Stat 

（https://www.harp.lg.jp/opendata/）                 （https://www.e-stat.go.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 ・地域経済分析システム RESAS（https://resas.go.jp/） 

   ・教育用標準データセット SSDSE（https://www.nstac.go.jp/SSDSE/） 


